
令和７年度第１回後期高齢者医療懇談会 議事概要 

 

１ 開催日時 令和７年１２月２２日（月） 午後２時３０分から午後４時まで 

 

２ 開催場所 群馬県公社総合ビル１階 東研修室 

 

３ 出 席 者 【委 員】坂本委員、後閑委員、今井委員、平山委員、服部委員、 

井田委員、岡田委員、生方委員 

       【事務局】事務局長、次長、保健事業室長、管理課長、給付課長、 

            総務担当、賦課担当 

 

４ 議  題 

（１）広域連合の運営状況について 

（２）後期高齢者向け健康づくりイベントの実施時期について 

（３）保険料率の改定について 

 

５ 議題に係る意見等 

（１）広域連合の運営状況について 

【意見】 

・一時ジェネリック医薬品が不足していた時期もあったことから、ジェネリック

医薬品を普及させるためには、当該医薬品を十分に市場に普及させることが重

要である。 

⇒保険者の立場から直接対策することはできないが、国等に積極的に働きかけを

行っていきたい。 

 

・医療機関の経営難、看護師学校の不足等により地域医療の維持確保について注

視せざるを得ない状況である。 

 

・後期高齢者の窓口負担率について、３割負担の対象を今後拡大する動きがある

が、拡大しないように検討していただきたい。 

⇒保健事業による健康寿命の延伸等により医療費を抑制することに注力するとと

もに、負担率については過度な負担にならないよう検討していきたい。 

 

（２）後期高齢者向け健康づくりイベントの実施時期について 

【意見】 

・ウェアラブル端末の使用や運動による効果を、その根拠とともにイベントチラ



シに掲載するのはいかがか。 

 

・夏の期間にもイベントを実施するのならば、お孫さんとともにラジオ体操をす

るような企画にするのはいかがか。 

 

（３）保険料率の改定について 

【質疑】 

 Ｑ：令和６・７年度の保険料率の改定により、その前の保険料率より均等割額が

約５，０００円上昇しているが、改定の際に被保険者からの意見聴取の場は

設けたのか。 

 Ａ：改定した保険料率による保険料を市町村が徴収するには、市町村議会による

議決を経る必要があるため、その場において審議されるものとなる。また、

市町村窓口等の実際の徴収の場で被保険者からの相談がなされている。 

今後は、被保険者からの意見を大臣要望等として国に示していきたい。 

 

 Ｑ：都道府県ごとの保険料率を比較すると、大都市圏以外の地方同士でも率に大

きな差異があるが、その要因は何か。 

Ａ：保険料率に差異がでる主な要因は、加入者数と所得水準であるため、大都市

圏とそれ以外の地方では当然に差異が出るものであるが、地方同士の差異に

ついては、医療費が掛かっていない等の要因が考察できるものの、調査を行

っていないため、その詳細については不明である。 

 

【意見】 

 ・地方同士の保険料率の差異の要因を詳細に分析することが医療費適正化に寄与

するのではないかと思われる。 

 ⇒今年度から群馬大学のデータプロジェクト連絡会議に参加し、介護・医療・保

健のデータについて分析を行っているところである。その中で後期高齢者医療

制度の被保険者以外の情報も併せた分析により、若年層から後期高齢者までの

傾向を掴み、市町村別・地域別・医療圏別にどのような課題があるのか調査す

るものとなる。 

 

 （４）その他 

  なし 


